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D 79 成人女子用ハイ

共立女大家政

ソックスの衣服圧とその官能評価

開壁治子　 Ｏ百田裕子　　三野たまき 上 田 一 夫

目的　成人女子用の靴下の衣服圧値とその官能量との関係を検討し，

下の条件と衣服圧の定量化を求めて実験を行った。

被　服　165

履 き心 地 の 良 い 靴

方法　市販の設計条件の異なるハイソックス４種を資料とし, 液圧平衡

方式による衣服圧測定を行った。被験者は成人女子６名。測定部位は右図

に示す13部位である。これらの部位において静立時および動作時（ 背屈・

践上げ・屈曲）の衣服圧を測定し，動作による衣服圧の変化部位とサンプ

ル差を検討した。更に，履き心地に関する官能評価を行い，衣服圧値と官

能量との関係を検討し，履き心地の良いハイソックスの条件を求めた。

結果　①i)作によるずれも少なく ，履き心地の良いハイソックスの静立時における衣服

圧ii , ロゴム開口部では４測定部位とも4.6 ～7.5lliiiiHfl ，下腿最大位では3､8 ～5.8iiinHg
を示し，ずれ易いものはそれ以下の圧値を示した。②動作によって衣服圧は増加した。動

作時に筋が働き，変形の大きい部位ほど圧の変化が大であった。③衣服圧と官能量との関

係では,    5 mmNg以上でやや圧迫感があると回答された。④今回の実験に使用したサンプル

はすべて比較的ゆるめに設計されていたため，被験者の測定部位における横切断面と脚型

それぞれと衣服圧との関連は認められなかった。以上のことより，履き心地の良いハイソ

ックスは，長さは着用時に脛骨上部まで被覆すること，静立時の衣服圧は約５～7  ㎜Hgで

あること，動作による変形の大きい部位すなわち膝蓋骨下部と足首の部位において動作に

対する追従のよい編み立てであることが条件といえる。

D 80 各種 パンティ スト ッキングの 衣服圧 と･生理的影響について

文化女 子大家政　 田 村　 照子　 山梨県立女 短大　 ○斉藤秀子

目_的　 近 年、ソフト から ハイサポ ート にい たる各種パンティ スト ッキングが販売され、整

容効果、 血行促 進などの 効用が宣伝さ れてい る。し かし 、そ の人 体への生 理的影響を実証

し た研究 は少なく 、消費 科学 的観点から の問 題を提起し ている。そこ で本研究では、こ れ

ら の市販パ ンテ ィスト ッ キング着衣時の、衣 服圧 、整容効果を測定 すると 共に、皮膚表在

血流量お よび趾先 血流量にお よぼすスト ッ キング着用の影響について 検討 を加えた。

左屈　 実験Ｉ では 、6 種 のスト ッキン グを対象とし て、20 代女子４ 名につい て、裸体時お

よび着衣時 の、巻 尺による 周径６ 項目 の測定 、モ アレト ポグラフィによる 体表面形状変化

の 観察 、リニ ア電子走 査型超音波断層 装置(B モ- ド ）に よる６ 部位の皮下 脂肪厚測定を行

なっ た。衣 服圧はKirk らの式に より予測し 、皮膚表 在血流量はキャノン・レ ーザ ーヽド ッ

プラ ー血流 計を 用い 、気温29 ±0.  5   ℃、湿度50 ±5% の人工気 候室にて、着 用30 分後に測定

し た。 実験Ｈ では、2    種の スト ッキングを対象とし て、28 ～48 才の女子７ 名 につ いて、閉

塞型趾 先プ レチ スモグ ラフィを用い、30 ±0. 6   ℃,    50±5% の人工気候室にて 、着衣直後、

40分後 、脱 衣直後の足 の末梢動 脈血流量を観察、測定し た。

結果　1  . スト ッキン グの整容効果は 、腹腰部、大腿部に わずかにみられ、 特に大 腿部で

は皮脂 が前面、内 面から 後面にかけて 移動し 、大腿断面が円形 に近づく 傾向 がみら れた。

2  .　スト ッキン グによ る下腿および足首 の衣服圧が強い場合 、足 背部の表在 血流量 の低下

が観察さ れた。3   . 足 の末梢血流量は、 スト ッキングの衣服圧 が大きい場合抑 制さ れる傾

向 がみら れた。　　　　　　　　　　　 （本研究 の一部は文部省 科学 研究補助費によっ た。 ）


